
No.63（変更） No.64（修正） 前後比較資料（2/2） （3/4）

従前 見直 後

H27-B-2 深度48.08 48.12m 断層岩区分（No.63） 変更，薄片試料 写真 向 （No.64） 修正

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-206頁

第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）
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No.63（変更） 説明資料（1/1） （4/4）
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No.65 68概要 （1/9）

1. 変更内容 理由及 断層連続性評価  影響
・ 最新活動面 深度 60.59m 変更（No.65）
【理由】資料作成時 観察事実 異  内容 誤  記載     もの

・走向・傾斜をN31E88SE 変更（No.66）
【理由】最新活動面 深度 変更（No.65）に伴い変更

・条線方向を75L 変更（No.67）
【理由】走向・傾斜 変更（No.66） 伴 変更

・変位    正断層成分 卓越   変更（No.68）
【理由】走向 傾斜 変更（No.66） 条線方向 変更（No.67） 伴 変更

【断層連続性評価への影響】なし

２．変更箇所
ａ 最新活動面 深度  60.59m  変更（No.65）
ｂ 走向・傾斜を「N31E88SE」 変更（No.66）
ｃ 条線方向を「75L」 変更（No.67）
ｄ 変位センスを「正断層センス」 変更（No.68）
ｅ 断層面 条線観察結果 模式図 走向 傾斜，条線方向 見直  伴 
変更（No.66，67）

ｆ 変位センスの記載を正断層成分が卓越する 変更（No.68）
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No.66 67 68（副次的変更） 前後比較資料（1/2） （2/9）

従前 見直 後

H27-B-2 深度60.26 60.69m 最新活動面 深度 変更 伴 走向 傾斜（No.66），条線方向（No.67）及 変位   （No.68） 変更

第８３３回審査会合
机上配布資料２
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料２ 性状一覧表
参考2-183頁

N18E77W 60R 逆 右

N31E88SE 75L 正 －
b

b

ｃ

ｃ

ｄ

ｄ

第833回審査会合 机上配布資料2に追記（青太枠）

No.66 No.67 No.68

No.67 No.68No.66

（No.63で説明）

（No.62-2で説明）

（No.1126-追14で説明）

（No.63で説明）

（No.62-2で説明）

（No.1126-追14で説明）

（No.59で説明）

（No.59で説明）
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No.65（変更），No.66，67，68（副次的変更） 前後比較資料（2/2） （3/9）

従前 見直 後

H27-B-2 深度60.26 60.69m 最新活動面 深度（No.65） 変更，   伴 走向 傾斜（No.66），条線方向（No.67）及 
変位   （No.68） 変更

第８３３回審査会合
机上配布資料１
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造について
参考資料１ 薄片観察結果
参考1-208頁
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（    見直    
数値の記載無し）

（走向 傾斜 N18°E 77°W、
   角 60°南傾斜
に基づく模式図）

（走向 傾斜 N18°E 77°W、
   角 60°南傾斜
に基づく条線観察結果）
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（走向 傾斜 N31°E 88°SE、
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（走向 傾斜 N31°E 88°SE、
   角 75°南傾斜
に基づく条線観察結果）
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第833回審査会合 机上配布資料1に追記（青太枠）
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No.65（変更） 説明資料（1/6） （4/9）

H27-B-2 深度60.26 60.69m 最新活動面 深度（No.65） 変更

• 従前提示         薄片観察資料 最新活動面 深度  60.58m  記載     ，以下     ，最新活動面 深度  60.58m」から「60.59m」に
変更   

•    再観察 ，細粒部 伴 最 直線的   深度 60.59m」 （下図の赤破線の面）が最新活動面であることを確認した。
• 従前提示        最新活動面 深度  60.58m」と記載していたが，従前の作業プロセスでは今回の元となるデータに相当する記録を作成していなかったため，
「60.58m」と記載した根拠がトレースできなかった。
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No.66（副次的変更） 説明資料（2/6） （5/9）

H27-B-2 深度60.26 60.69m 走向 傾斜（No.66） 変更

• 最新活動面 変更 伴 ，深度60.59mの断層面における走向・傾斜であるN31E88SE（下図のBHTV展開画像 赤矢印） 変更    （副次的変更）
• なお，従前のデータ取得に用いたBHTV画像  ，深度60.59m 断層面 該当      線 記載         ，再観察 伴     線 追加 行   
えで走向・傾斜を取得した。

• 従前提示していたデータは，データ取得時のBHTV画像において60.58m 相当  不連続面     線 本破砕部 走向 傾斜    推定   （下図 BHTV
展開画像の水色矢印）。
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No.67（副次的変更）（1/3） 説明資料（3/6） （6/9）
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No.67（副次的変更）（2/3） 説明資料（4/6） （7/9）
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